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[1] [1] 次のすべての条件を満たす R 上の連続関数の列の例を挙げよ．
(1) 0 ≤ fk(x) ≤ 1.

(2) すべての x について lim
k→∞

fk(x) = 0.

(3) lim
k→∞

∫
R
fk(x) dx = 0.

(4) すべての k について sup
m≥k

fm(x) は可積分ではない．

[2] [0, 1]上の Lebesgue可測関数列 {fk(x)}k が，すべての k = 1, 2, 3, . . . に対して [0, 1]

上 fk(x) ≥ 0 a.e. を満たしているとする．次のすべての条件を満たす [0, 1]の Lebesgue可
測部分集合の列 {Ek}k と正の実数の列 {ck}k が存在することを示せ．ただし µは Lebesgue

測度を表す．
(1) µ(Ek) > 1− 1/2k.

(2)
∞∑
k=1

ck

∫
Ek

fk dµ < ∞.

[3] f ∈ C∞
0 (R) とする．z ∈ C \ R に対して定義された関数

F (z) =

∫ ∞

−∞
f(t)

1

t− z
dt

は，z の正則関数であることを示せ．

[4] f(x) を R 上の複素数値有界連続関数とする．

lim
k→∞

k

∫ ∞

−∞
f(x)e−k2x2

dx

を求めよ．



[5] x ∈ R に対し，f(x) = e−x2
とおく．f ∗ f ∗ f(x) を求めよ．

[6] 次のすべての条件を満たす R 上の関数 f(x) の例を挙げよ．
(1) f(x) は連続である．
(2) すべての x ∈ R に対し 0 ≤ f(x) < ∞.

(3) すべての p ∈ [1,∞) に対し f ∈ Lp(R).
(4) f /∈ L∞(R).


